




















袋綴一冊。縦二八・四×横二〇・三㎝。表紙以外全二一丁（うち前遊紙一丁） 。灰色無地表紙。楮紙。外題「長明方丈記」 （左上金箔散らし題簽に墨書） 。内題なし。一面 一行。漢字交り平仮名文。本文補入など朱の書込みあり。 「月影は」歌あり。奥書「此書は聴雨大人の校正本を以て写せり。普／通のいかゝあるへきと思ふ節なく、元書とも／いふへく、めてたき文巻にそ有ける。然は／あれとわか写し誤れる必多かるへし。／文字は大人の書を臨して似るをむね／とかけれは、おをのたかひ 筆の／ しるにまかせ いとみたりなり。／見むひとゆるしてよ。／元治年歳在甲子十一月晦日／浅茅原隠士平宗悦書也」 。前表紙右上に朱書「聴雨校正本」 、その下に陽刻朱円印「物語」 。前遊紙表に陽刻朱長方印「宝玲文庫」 「黒川真頼蔵書」および不明陽刻朱正方印あ 本文冒頭に陽刻朱長方印「黒川真道蔵書」 。前表紙見返しに紙片貼付、 玉海安元三年四月廿八日
ニ云……」と墨書。最終丁の表と裏および後表
紙見返しにもそれぞれ紙片貼付、 『東斎随筆』長明記事・ 『新勅撰和歌集』巻十 月影は」歌・ 『醍醐随筆』 「於方丈石上戯作」を墨写（ 『醍醐随筆』墨写末に「右抄中山三柳醍醐随筆
　













い。しかし、 その書写奥書が冒頭に「此書は聴雨大人の校正本を以て写せり」と明かしている中に見える親本の筆者「聴雨大人」の方は いかなる人物なのかある程度つきとめられそうである。 「聴雨 号する人物は少なくないようだが、右引略目録稿に述べて る通り、末尾部に貼付された紙片に『醍醐随筆』 引用して「右抄中山三柳醍醐随筆
　
聴雨」





判─『昔語松虫墳』六聴雨軒文化八年刊 （ 『 教国文学』
19、昭













初の編著『かりの行かひ』を刊行した享和二年（一八〇二）の頃が「三十代として明和年間（一七六四～一七七一）あたりが生年だろうか」とされる。風間論文には、出版を企画・実行した書も含む著作一覧が作成されていて、計十三点の著作が挙げられている。先の『かりの かひ』のほか『文章梯』 『消息文梯』 『文苑玉露』が和文関係で、他の九点が和歌関係、うち七点が『和歌類題集』 『紅塵和歌集類題』といった類題集になっている。 「類題集の専門家と う感が強い」 「京都の歌人」 、 「ひたすら実作のための啓蒙書・手引き 作り、和文の普及に取り組んだ」人物であっ 、 「特定の流派に属さ」ない「折衷的な国学啓蒙家ということになろうか」とされる。　
風間論文所掲の著作一覧によるに、 文化十二年 （一八一五） 刊 『消息文梯』 が序に 「聴雨庵」 と記し、 文政二年 （一八一九）


























































































































































の場合、正保版本・扶桑拾葉集本 「とかく」からはそれほど単純には派生し難いかもしれないが、群書類従本の「とく」からは その誤写によってかなり容易に生じ得るであろう）に、概ね限定されて る。先引奥書は「聴雨大人の校正本」を親本としたとするが、 「聴雨大人」蓮阿がいかなる「校正」をどの程度行っ ものかわからず、蓮阿校正本の段階で誤写が生じてい 可能性もあろうし、また、先引奥書は「わか写し誤れる必多かるへし。……おをのたかひは筆のはしるにまかせていとみ りなり。見むひとゆるしてよ」と記しており、宗悦書写の段階での誤写も少なくない もしれない。　
これら確認してきた状況は、三本いずれからも派生し難い、それらいずれからも大きく逸脱したような本文が、元治
元年写本にはあまり見られない、少なく も三本いずれ には相当 近い、ということを意味しているであろう。　
次には、三本それぞれとの異同を個別に眺めてみたい。三本の本文が三者三様に分 れている場合はほとんど いの
































































扶桑拾葉集本・群書類従本いずれとも本文が異なるという事例のほぼすべてということになるので（右二つの場合以外、先に見た、元治元年写本が三 異なってい 場合には、その三本の本文が共通してい 事例が多く、正保版本だけが他の二本と 文が異なると う事例はごく少な ） 、右の二点から、正保版本が他の二本いずれとも異なる 、元治元年写本は、細部の表現など正保版本の方と広く一致しているが、一方で、正保版 でなく扶桑拾葉集本・群書類従本と一致する場合も目に付く、というおよそ 傾向を看取することができよう。　
扶桑拾葉集本の場合、古本系と流布 系とを分かつ指標として先に掲げたうちｂの箇所が、古本系本文を基軸とした



















と、いくらか見受けられる。そして、特に注意されることには 正保版 反対に、元治元年写本 他の二 は異なっていて扶桑拾葉集 とのみ一致するという箇所がほとんどなく あるいは皆無に等 である。　
先に正保版本について窺ったのと同様に、扶桑拾葉集本と み相違あるいは一致する、右の二 の場合を総合して言
72












































と、いくらか見られる。ただ 他の二本とは異なると言っ もそれらとの相違 やはり小さい。群書類従本は、先引『
本文校異
方丈記諸抄大成』が指摘する通り、正保版本と扶桑拾葉集本とを折衷したような本文になっているのだから、それ

































本系の六本は、 正保版本に至るまでいずれも「ふかきは」となっている。大福光寺本の「物」が「は」になった形（ 「物」が「者」と表記されたところから生じたか）だ 、意味的な相違が生じるような異文では全くない。すなわち、先の実線部の本文は、 『広本略 方丈記総索引』の取り上げる計十七本の間には大きな差異なく、ほぼ安定しているのである。　
それに対して、元治元年写本の本文「死をいそき」は、その安定を鋭く切り裂くような甚しく異なった本文となって















通して含むほか、 「志」は「し」さらに「死」と転じ得るだろう。臆測するに、 意味不明となっていた群書類従本本文「志ほそき」に蓮阿が「校正」を加えて、何とか前後意味が通 るようにしたもの、それが、元治元年写本の「死をいそき」でなかったろうか。そうだとすれば、やはり最末流写本らしい、流転を繰り返した先の本文だということになる。　
概ね右臆測の通りであったとしても、群書類従本そのものに基づいたとは限らないだろうが、それでも、前節末に述
べたことと共に、元治元年に平宗悦が書写した際の親本が、群書類従本以降のものであるらしいということを示唆することになるだろう。ま 、その親本が「聴雨」による「校正」の加わったものであるから、右のことは、 「聴雨大人」を天保九年に没した林蓮阿であろうとした先の推測と、年代的に符合することにもな 。　
今一つの特徴的本文。大福光寺本に
若ウラヽカナレハ、ミネニヨチノホリテハルカニフルサトノソラヲノソミ、コハタ山フシミノサト鳥羽ハツカシヲミル勝地ハヌシ ケレハ、心ヲナクサムルニサハリナシ。




































































































・翻刻の下段に、正保版本（正） ・扶桑拾葉集本（扶） ・群書類従本（群）を対校本として、主要校異を掲げた。・ 「
3」などは、元治元年写本翻刻の行番号で、その下は同本の本文。複数行に亘る本文の場合、最初の行の番号のみ示す。
・棒線の下が、対応する対校本の本文。対応する 文がない場合は「ナシ」 記す （
　
）内は、対校本の略称。






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































然るを 汝か姿 聖に似て 心は濁に めり。
　
住所は則浄名居士のあとをけかせり
397魚と鳥との─魚鳥の（正）399いかて
かしらん─しらず（正）
401さとらん─さとさむ（正）403とす─時（正）時
とすイ
　（扶）
405趣─おこり（正）411行はむため─行はむか為（群）412汝か─汝（扶）ナシ（群）413住所─住家（正・扶）すみか（群）
101 京都女子大学図書館所蔵『方丈記』元治元年写本
　
といへとも、たもつところはわつかに周415梨槃特か行にたにも及はす。もし、これ
　
貧賤の報のみつから脳ますか、将また妄心
　
のいたりて狂はせる 。其時、心をさらに
 
」
19ウ
　
答ふる事なし。たゝ側に舌根をや
　
とひて、不請の念仏両三反を申てやみぬ。420時に建暦
の二とせ弥生の晦日のころ、
　
桑門蓮胤外山の菴にしてこれをしるす。
　　
月影は入山の端もつらかりき
　　
絶ぬ光をみるよしもかな
 
」
20オ
　
＊第
262行の上方余白に、次の朱別筆書込みあり。
　　
西の垣にそへてトアル本多シ従フベシ
415たにも─たも
にイ
（扶）たも（群）
416妄心─忘心（群）417心を─ （正・扶・群）418側─ナシ（扶）420建暦
の─建暦の（正・扶・群）
　
420晦日の─晦日（正・扶・
群）

